チェック項目１：使用原材料に、医薬品成分が含まれていないか。
１．専ら医薬品として使用実態のある成分が含まれていないか？
（例）解熱鎮痛消炎剤、ホルモン、抗生物質等専ら医薬品として使用される物
２．46通知※に掲載されている「専ら医薬品として使用される成分本質（原材料）リスト」の成分が含まれていないか？
※無承認無許可医薬品の指導取締りについて（昭和46年6月1日　薬発第476号）
　以下のリストが掲載されています。
　　　①専ら医薬品として使用される成分本質（原材料）リスト
　　　②医薬品的効能効果を標ぼうしない限り、医薬品と判断しない成分本質（原材料）リスト
　　①で例示されているリストに含まれている原材料が1つでも含まれていると、その物は医薬品と判断されます。よって、食品として流通することが出来ず、医薬品としての承認や製造販売業の許可など、医薬品医療機器等法に基づく手続きが必要です。
　　②で例示されているリストに含まれている原材料は、医薬品的な効能効果を標ぼうしなければ、医薬品と判断されません。
　【リストの見方】
	名称
	他名等
	部位等
	備考

	アロエ
	キュラソー・アロエ／ケープ・アロエ
	葉の液汁
	根・葉肉は「非医」、キダチアロエの葉は「非医」


　　（例示：「専ら医薬品として使用される成分本質（原材料）リスト」より抜粋）
　　
　　　原材料の、成分の名称と部位を見て判断します。
　　　上記の例示の様に、「アロエ」は、葉の液汁を使用した製品は、医薬品に該当し、食品としての流通は出来ません。一方で、「アロエ」の根や葉肉は、医薬品に該当しません。
　　　なお、「アロエ」の根や葉肉を使用していても、使用部位を明記しなければ医薬品と判断されるので、注意が必要です。
　　＜判定＞
　　□これから取り扱う製品に、医薬品に該当する成分が含まれている。
　　　　→医薬品に該当する成分を含まない製品に変更するか、医薬品の承認を取得してください。
　　□これから取り扱う製品に、医薬品に該当する成分が含まれていない。
　　　→チェック項目2を確認してください。
